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1936 年から 1945 年までの間に発行した雑誌 『拓け満蒙』 （のちに『新満州』
と改題、さらにその後『開拓』と改題）の 89 冊と、白鳥道博編 『満蒙開拓青
少年義勇軍関係資料 第 1巻～第 7巻』 （不二出版、1993 年）を対象とした。
















































このような経緯があって青少年移民推進の機運が生まれ、1937 年 11 月 30
日の閣議で「満州に対する青年移民送出に関する件」、すなわち、制度が決定


































































1937 年 12 月、拓務省、陸軍省、関東軍、満州拓植公社等の会合によって、














制度の初年度である昭和 13 年度（1938 年）の送出人員は 21, 999 名で目標
の 3万人を下回っている。しかし、この初年度の送出人員が最高で、翌年度以




























































































































































































































































幹部の訓練地と訓練期間は、当初は内地のみで 3～ 5 ヶ月だったが、上層
部が十分な訓練の必要を痛感したのだろう、1940 年末からは、内地で 2～ 5ヶ
























































































































データを確認できる 1941 年 3 月末時点で、医師が配属されている訓練所は、











なっている（1940 年度で全疾患の死者数の 45. 3％、123 名に及ぶ 39）ことから
見て、保健態勢も極めて不十分だったといえよう。
満蒙開拓青少年義勇軍 ― その生活の実態 ―
97
加藤完治は、1943 年 8 月、各道府県の開拓指導者（すなわち、満州移民推
進者）に対して「開拓運動の根本」という講演を行っていて、その抄録が『開






































校の成績が必ずしも悪いわけではない。昭和 15 年（1940 年）度内地訓練所第
一次入所者のうちの 7, 218 名に対して行なった身上調査によれば、学校卒業成






という資料がある 42。ここには、1939 年 5 月から 1941 年 1 月まで、1年 9 ヵ
月間の訓練生の犯罪とされた 34 件の事件が載っている。最も多い事件は、幹
部に対する暴力など（11 件）だが、次に多い事件は、中国人住民に対する犯
罪で、殺人 3件、傷害 1件、傷害致死 1件、集落襲撃（騒擾）1件の合計 6件































































































































 2　 白鳥道博編『満蒙開拓青少年義勇軍関係資料 第 4巻』（不二出版、1993 年発行）に








 3　 満州開拓史復刊委員会『満州開拓史』（全国拓友協議会、1980 年発行）によれば、義
勇軍の内地訓練所の年次毎の送出名簿の集計では 86, 530 名であるが、その後同訓練
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西暦年（昭和年）   月   日 事          項
1929 年（  4 年） 10 月 24 日 ニューヨーク株式市場大暴落（世界的経済大恐慌始まる）
1931 年（  6 年） 9 月 18 日 柳城湖事件発生（満州事変始まる）
1932 年（  7 年）
3 月 1 日 満州国建国宣言
10 月 5 日 第一次武装移民が渡満
1936 年（11 年） 8 月 25 日 日本政府、国策「満州移住『20ヵ年 100 万戸送出計画』」決定
1937 年（12 年）
7 月 7 日 盧溝橋事件発生（日中戦争始まる）
7 月 15 日 関東軍が「青年農民訓練所（仮称）創設要綱」策定
8 月 26 日 少年移民先遣隊が渡満
11 月 3 日 加藤完治等が「義勇軍編成に関する建白書」を政府に提出
11 月 30 日 日本政府が満州への青年移民（義勇軍）送出を決定
1938 年（13 年） 4 月 26 日 第一次義勇軍渡満開始（以降、1945 年の第八次まで渡満継続）
1941 年（16 年）
10 月 1 日 第一次義勇軍が訓練を終え「義勇隊開拓団（義開）」に移行
12 月 8 日 太平洋戦争始まる
1944 年（19 年） 徴兵年齢引下げ（17 歳以上へ）により、義開の自壊進む
1945 年（20 年）
8 月 8 日 ソ連が対日宣戦
8 月 15 日 日本の無条件降伏により義勇軍制度が完全に崩壊
